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国
こくさいこう

際交流
りゅう

委
い

員
いん

会
かい

委
い

員
いん

長
ちょう

　　南
みなみ

　卓
たか

志
し

留
りゅう

学
がく

生
せい

とより良
よ

く交
こうりゅう

流するには？

　東
とうほくだいがく

北大学では、さまざまな国
くに

からの留
りゅうがくせい

学生が教
きょういく

育を受
う

け、研
けんきゅう

究に取
と

り組
く

んでいます。私
わたし

が授
じゅぎょう

業やゼミ、研
けん

究
きゅう

発
はっ

表
ぴょう

等
など

で留
りゅうがくせい

学生に接
せっ

する時
とき

には、日
に

本
ほん

の学
がくせい

生に対
たい

するのと同
おな

じで、よりわかりやすい授
じゅぎょう

業をすることを心
こころ

がければ良
よ

いので

すが、日
にち

常
じょう

的
てき

に良
よ

い交
こうりゅう

流を持
も

つにはどうしたらよいのでしょうか？

　国
くに

や大
だいがく

学は、留
りゅうがくせい

学生に対
たい

して学
がくせいせいかつ

生生活をサポートするために、学
がくせいりょう

生寮の整
せい

備
び

、奨
しょうがくきん

学金、図
と

書
しょ

の充
じゅうじつ

実、相
そうだんしつ

談室の設
せっ

置
ち

、ティーチングアシスタントの配
はい

置
ち

など、留
りゅうがくせい

学生が不
ふ

自
じ

由
ゆう

なく学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

れるように制
せい

度
ど

の充
じゅう

実
じつ

をはかっていま

す。

　それはそれとして、私
わたし

は、雨
あまみや

宮キャンパスで挨
あいさつ

拶をした時
とき

や留
りゅうがくせい

学生の顔
かお

を見
み

ると、あの学
がくせい

生は、母
ぼ

国
こく

から離
はな

れてホー

ムシックにかかっていないだろうか？　友
ゆうじん

人がいなくて寂
さび

しくないだろうか？　きちんと食
しょく

事
じ

をしているだろうか？

　勉
べんきょう

強や研
けんきゅう

究はうまくいっているだろうか？　先
せんせい

生と気
き

まずい関
かんけい

係になっていないだろうか？　変
へん

な男
おとこ

（または女
おんな

）

にひっかかっていないだろうか？　などといろいろ気
き

になります。しかし、ほとんどは「よけいなお世
せ わ

話」「取
と

り越
こ

し苦
ぐ

労
ろう

」。

　実
じつ

は、留
りゅう

学
がく

生
せい

達
たち

は私
わたし

が心
しんぱい

配するようなひ弱
よわ

な学
がくせいたち

生達ではなく、もっとしっかりしていて、自
じ

立
りつ

しているようです。

母
ぼ

国
こく

を離
はな

れて勉
べんがく

学をする決
けつ

意
い

で日
に

本
ほん

に来
き

たのでしょうから、日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生に比
くら

べればずっとしっかりしていて当
とうぜん

然。そ

れに、本
ほんとう

当に困
こま

った事
こと

が起
お

きた時
とき

には、先
せんせい

生に相
そうだん

談するより日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生に相
そうだん

談する方
ほう

がよほど助
たす

けになるかもしれま

せんし、留
りゅう

学
がくせい

生同
どう

士
し

で助
たす

け合
あ

っているのでしょう。留
りゅう

学
がくせい

生同
どう

士
し

が母
ぼ

国
こく

語
ご

で早
はやくち

口で喋
しゃべ

っているのは、そのような会
かい

話
わ

な

のかもしれません。日
にち

常
じょう

的
てき

な事
ことがら

柄や、私
し

的
てき

な事
ことがら

柄で、教
きょう

員
いん

はあまり役
やく

に立
た

たないのでしょうか？　その方
ほう

が良
よ

い事
じ

態
たい

なのかもしれませんが。

　では、教
きょう

員
いん

と留
りゅう

学
がくせい

生はどんな付
つ

き合
あ

いができるのでしょう？

　日
に

本
ほん

のある大
だいがく

学に留
りゅう

学
がく

している留
りゅう

学
がくせい

生と学
がっかい

会で知
し

り合
あ

い、彼
かれ

の研
けん

究
きゅう

発
はっ

表
ぴょう

が大
たいへん

変興
きょう

味
み

深
ぶか

かったので、「今
こん

度
ど

、私
わたし

の研
けん

究
きゅう

室
しつ

に来
き

てくれたらもっといろいろと研
けんきゅう

究の話
はなし

をしよう」と軽
かる

い気
き も

持ちで言
い

ったところ、後
ご

日
じつ

、本
ほんとう

当に私
わたし

の研
けんきゅうしつ

究室に

訪
たず

ねて来
き

たのでした。彼
かれ

の研
けんきゅう

究に対
たい

する真
しんけん

剣さは強
きょうれつ

烈で、ついつい私
わたし

も気
き あ

合いが入
はい

ってきて真
しんけん

剣勝
しょう

負
ぶ

の議
ぎ

論
ろん

になりま

した。以
い

来
らい

、研
けんきゅう

究の事
こと

ばかりでなく、いろいろな話
はなし

ができるようになったのです。こちらから積
せっきょくてき

極的に働
はたら

きかけなく

とも、学
がくせい

生の方
ほう

からこちらに飛
と

び込
こ

んでくるのですね。

　ほとんどの留
りゅう

学
がくせい

生達
たち

は、積
せっきょくてき

極的で意
い

欲
よく

的
てき

で熱
ねっしん

心です。しかし、これは留
りゅうがくせい

学生だからという理
り

由
ゆう

によるものではない、

という見
み

方
かた

もできるのです。

　海
かいがい

外の大
だいがく

学や国
こくさいがっかい

際学会に参
さん

加
か

し、学
がくせいたち

生達と交
こうりゅう

流をする機
き

会
かい

がありました。ポルトガルのリスボン大
だいがく

学。講
こうえん

演が終
お

わっ
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事
じ
　　　項

こう

１．国
こく
　　　籍

せき
 ５．研

けん
究
きゅう
テーマ

２．年
ねん
　　　齢

れい
 ６．出

しゅっ
　身
しん
　校
こう

３．在
ざい
籍
せき

課
か

程
てい

 ７．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

４．所
しょ

属
ぞく

分
ぶん

野
や

 ８．自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

※年
ねんれい

齢・在
ざいせき

籍課
か

程
てい

等
とう

については、2009年
ねん

3 月
がつ

1
ついたち

日時
じ

点
てん

での記
き

載
さい

をしています。

留
りゅうりゅう

　学
がくがく

　生
せいせい

　紹
しょうしょう

　介
かいかい

昨
さくねんさくねん

年４月
がつがつ

・１０・１０月
がつがつ

に新
あたらあたら

しく１2しく１2名
めいめい

が新
あらたあらた

たにたに留
りゅうりゅう

学
がくがく

生
せいせい

としていらっしゃいましたのでごとしていらっしゃいましたのでご紹
しょうしょう

介
かいかい

します。します。

留
りゅう

　学
がく

　生
せい

　紹
しょう

　介
かい

昨
さくねん

年４月
がつ

・１０月
がつ

に新
あたら

しく１2名
めい

が新
あらた

たに留
りゅう

学
がく

生
せい

としていらっしゃいましたのでご紹
しょう

介
かい

します。

て懇
こんしんかい

親会になると、教
きょういん

員、学
がくせい

生入
い

り交
ま

じってワインを飲
の

みながらのディスカッションです。私
わたし

は全
まった

くお酒
さけ

が飲
の

めない

ので、すっかり受
う

け身
み

になってしまいました。お酒
さけ

が飲
の

めると有
ゆう

利
り

なのかも。中
ちゅうごく

国の上
しゃんはい

海海
かいよう

洋大
だいがく

学での事
こと

です。私
わたし

の

講
こうえん

演後
ご

の休
きゅうけい

憩時
じ

間
かん

に、数
すうにん

人の学
がくせい

生が近
ちか

づいてきて、「先
せんせい

生、私
わたし

の研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か

にコメントしてください！」と稚
ち

魚
ぎょ

の生
せいたい

態

調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

の図
ず

表
ひょう

を差
さ

し出
だ

しました。上
じょう

手
ず

な英
えい

語
ご

だったことに、中
ちゅうごく

国の学
がくせい

生ってすごいと感
かんしん

心しました。調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

のレ

ベルは、平
へいきん

均。でも熱
ねっしん

心さに圧
あっとう

倒されました。マレーシアのマラヤ大
だいがく

学。ここでも学
がくせいたち

生達は私
わたし

の研
けん

究
きゅう

についていろい

ろと質
しつもん

問し、論
ろんぶん

文のリプリントを送
おく

って欲
ほ

しいと要
ようぼう

望されました。日
に

本
ほん

に帰
かえ

ると、すでにメールが届
とど

いていました。

マレーシアでは、懇
こんしんかい

親会にお酒
さけ

が出
で

ないので、私
わたし

としてはホッとしました。ジュースを飲
の

みながら、研
けんきゅう

究の議
ぎ

論
ろん

が弾
はず

んだのでした。日
に

本
ほん

への留
りゅうがくせい

学生に限
かぎ

らず、私
わたし

が会
あ

った海
かいがい

外の学
がくせいたち

生達は、みんな積
せっきょくてき

極的できわめて研
けん

究
きゅう

熱
ねっしん

心で、好
こうきしん

奇心

のかたまりでした。

　雨
あまみや

宮キャンパスのある先
せんせい

生は、スポーツを通
つう

じて留
りゅうがくせい

学生と親
した

しく話
はなし

ができるようになったそうですし、ある先
せんせい

生は、

ときどき飲
の

み会
かい

をして意
い き

気投
とうごう

合しているとも聞
き

きます。また、ある先
せんせい

生は全
ぜんぜん

然特
とくべつ

別扱
あつか

いをしない。それでも留
りゅうがくせい

学生の

方
ほう

からいろいろと話
はなし

を持
も

って来
く

る。自
し

然
ぜん

体
たい

だそうです。つきあい方
かた

もいろいろですね。

　どうやら留
りゅうがくせい

学生に対
たい

して私
わたし

があれこれと気
き

をつかって親
した

しく交
こうりゅう

流する方
ほうほう

法を考
かんが

える必
ひつよう

要などはなく、お酒
さけ

が飲
の

めな

くても、中
ちゅうごく

国語
ご

や韓
かんこく

国語
ご

やスペイン語
ご

ができなくても、農
のうがく

学部
ぶ

で勉
べんきょう

強し、研
けんきゅう

究に取
と

り組
く

んでいるという共
きょうつう

通の気
き も

持ち

があるだけで、留
りゅうがくせい

学生とも気
き も

持ちが通
つう

じ合
あ

えるのだな、というのが私
わたし

が考
かんが

えた末
すえ

にたどり着
つ

いた結
けつろん

論だったのでした。

　東
とうほくだいがく

北大学の日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生諸
しょくん

君も留
りゅうがくせい

学生と積
せっきょくてき

極的に交
こうりゅう

流して、いろいろな国
くに

の文
ぶん

化
か

や習
しゅうかん

慣に触
ふ

れ、見
けんぶん

聞を深
ふか

め、海
かいがい

外の

友
ゆうじん

人を得
え

る中
なか

で、専
せんもん

門の勉
べんがく

学を研
けんさん

鑽すれば、きっと視
し や

野が広
ひろ

がり、すばらしい大
だいがくせいかつ

学生活が送
おく

れるだろうと期
き

待
たい

してい

ます。

宋
そん

　相
さん

　憲
ほん

1.韓
かんこく

国

2. 30歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

4.動
どうぶつせい

物生理
り

科
か

学
がく

5.脂
し

肪
ぼうさいぼう

細胞の分
ぶん

化
か

に関
かん

する遺
い

伝
でん

子
し

の研
けん

究
きゅう

6.尚
しょう

志
し

大
だいがく

学・信
しん

州
しゅう

大
だいがく

学

7.お酒
さけ

を嗜
たしな

むこと、つり

8.私
わたし

はソンと申
もう

します。3年
ねんまえ

前に信
しん

州
しゅう

大
だいがく

学に交
こうかん

換留
りゅう

学
がく

で来
らいにち

日

したことが機
き

会
かい

となり、日
に

本
ほん

と御
ご

縁
えん

ができ、今
こんかい

回、東
とうほく

北

大
だいがく

学に来
き

ました。自
じ

分
ぶん

が東
とうほく

北大
だいがく

学に来
き

た理
り

由
ゆう

は必
かなら

ずあるは

ずです。その理
り

由
ゆう

というのは、自
じ

分
ぶん

の目
もくてき

的を達
たっせい

成すること

であり、夢
ゆめ

を叶
かな

えることです。その夢
ゆめ

が夢
ゆめ

だけで終
お

わらな

いように、東
とうほく

北大
だいがく

学という船
ふね

に乗
の

っている方
かたがた

々と共
とも

に日
ひ び

々

努
ど

力
りょく

をし、一
いちにち

日の終
お

わりを充
じゅう

実
じつ

した気
き も

持ちで迎
むか

えたいと思
おも

います。宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

王
おう

　暁
ぎょう

　麗
れい

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 22歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

特
とくべつ

別聴
ちょうこうがく

講学生
せい

4.水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がく

5.未
み

定
てい

6.上
しゃんはい

海海
かいよう

洋大
だいがく

学

7.旅
りょこう

行、映
えい

画
が

鑑
かん

賞
しょう

8.私
わたし

は中
ちゅう

国
ごく

河
か

南
なん

省
しょうしゅっしん

出身の王
おう

と申
もう

します。2008年
ねん

４月
がつ

に仙
せんだい

台へ

来
き

ました。1年
ねん

はとても短
みじか

いので精
せいいっぱい

一杯の努
ど

力
りょく

をし、友
ともだち

達

を大
たいせつ

切にして、日
に

本
ほん

での生
せいかつ

活の全
すべ

てを貴
き

重
ちょう

なものにしたい

と思
おも

います。多
おお

くの知
ち

識
しき

と経
けいけん

験を蓄
たくわ

えるために頑
がん

張
ば

ってい

ます。
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張
ちょう

　雅
が

　青
せい

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 28歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

4.経
けいえい

営情
じょう

報
ほう

学
がく

5.中
ちゅう

国
ごく

における交
こうえき

易条
じょう

件
けん

の変
へん

化
か

と農
のう

業
ぎょう

政
せいさく

策に関
かん

する研
けん

究
きゅう

6.中
ちゅう

国
ごく

人
じんみんかいほうぐんりくぐん

民解放軍陸軍指
し き

揮学
がくいん

院・岩
いわ

手
て

大
だいがく

学

7.映
えい

画
が

鑑
かん

賞
しょう

、旅
りょこう

行、楽
がっ

器
き

演
えんそう

奏

8.私
わたし

は中
ちゅう

国
ごく

の北
ぺ

京
きん

から来
き

ました。2008年
ねん

４月
がつ

、東
とうほく

北大
だいがく

学の

博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

に進
しんがく

学しました。日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

・歴
れき

史
し

・経
けいざい

済に

強
つよ

い関
かんしん

心を持
も

ちながら、様
さまざま

々な国
こくさいこう

際交流
りゅう

活
かつどう

動に参
さん

加
か

しまし

た。日
に

本
ほん

の方
かた

のみならず、いろいろな国
くに

の人
ひと

とふれ合
あ

い、

各
かっこく

国の文
ぶん

化
か

や習
しゅうかん

慣を通
とお

して人
ひと

と接
せっ

することを学
まな

び、大
たいへん

変良
よ

かったと思
おも

います。私
わたし

の出
しゅっしん

身地
ち

である北
ぺ

京
きん

は中
ちゅう

国
ごく

の政
せい

治
じ

・

経
けいざい

済・文
ぶん

化
か

の中
ちゅうしん

心として有
ゆうめい

名です。皆
みな

さん、ぜひ北
ぺ

京
きん

にいらっ

しゃってみて下
くだ

さい。

クォン・グ・リ
1.韓
かんこく

国

2. 21歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

特
とくべつ

別聴
ちょうこうがく

講学生
せい

4.植
しょくぶつ

物遺
い

伝
でんいくしゅがく

育種学

5.特
とく

に無
な

し

6.国
こくりつ

立ソウル大
だいがく

学

7.読
どくしょ

書、絵
え

を描
か

くこと

8. 韓
かんこく

国から来
き

たクォン・グ・リと申
もう

します。１年
ねんかんこうかんりゅうがく

間交換留学

生
せい

として日
に

本
ほん

に滞
たいざい

在します。日
に

本
ほん

についていろいろなこ

とを経
けいけん

験したいです。今
いま

は日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べんきょう

強を一
いっしょうけんめい

生懸命にし

ています。宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

李
り

　沿
えん

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 23歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.応
おうよう

用微
び

生
せいぶつがく

物学

5.食
しょくひん

品の微
び

生
せいぶつ

物について

6.大
だいれんみんぞくがくいん

連民族学院

7.旅
りょこう

行、水
すいえい

泳

8.私
わたし

は中
ちゅう

国
ごく

黒
こくりゅうこうしょう

龍江省の出
しゅっしん

身で、日
に

本
ほん

に来
き

たばかりです。現
げんざい

在、

応
おうよう

用微
び

生
せいぶつがく

物学研
けんきゅうしつ

究室に在
ざいせき

籍しています。新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

や知
ち

識
しき

を習
しゅうとく

得したいと思
おも

っています。

かい

　燕
えん

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 23歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.作
さくもつがく

物学

5.未
み

定
てい

6.内
うち

モンゴル民
みんぞく

族大
だいがく

学

7.バスケットボール

8.私
わたし

は
かい

燕
えん

と申
もう

します。2006年
ねん

に内
うち

モンゴル民
みんぞく

族大
だいがく

学を卒
そつぎょう

業

し、昨
さくねん

年の 10月
がつ

から日
に

本
ほん

に来
き

て勉
べんきょう

強しています。日
に

本
ほん

の

農
のうぎょう

業や文
ぶん

化
か

など、たくさんの事
こと

を学
まな

びたいと思
おも

っているの

で、皆
みな

さんどうぞ宜
よろ

しくお願
ねが

いいたします。

林
りん

　文
ぶん

　教
きょう

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 27歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.地
ち

域
いきけいかくがく

計画学

5.環
かんきょう

境低
てい

負
ふ か

荷型
がた

農
のうそんしゃかい

村社会の構
こうちく

築

6.福
ふっけん

建師
し

範
はん

大
だいがく

学

7.中
ちゅう

国
ごく

将
しょうぎ

棋、卓
たっ

球
きゅう

8.私
わたし

は中
ちゅう

国
ごく

福
ふっけん

建省
しょう

から 2008年
ねん

11月
がつ

に日
に

本
ほん

に来
き

たばかりです。

日
に

本
ほん

語
ご

があまり上
じょうず

手ではないので、毎
まいにち

日一
いっしょうけんめい

生懸命日
に

本
ほん

語
ご

を

勉
べんきょう

強しています。大
だいがく

学院
いん

入
にゅうがく

学の夢
ゆめ

を早
はや

く実
じつげん

現させたいです。

日
に

本
ほん

は初
はじ

めてで分
わ

からないことが多
おお

いですが、周
まわ

りの方
かた

に

たくさん支
ささ

えられており、感
かんしゃ

謝したいと思
おも

います。これか

らどうぞ宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

M
モハメド

ochamad A
アリーフ

rief S
ソレー

oleh
1.インドネシア

2. 28歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.作
さくもつがく

物学

5.Effect of CO2 and temperature on photosynthesis, N fixation, 

growth and yield of soybean

6.パジャジャラン大
だいがく

学

7.インターネット、バドミントン

8.私
わたし

はインドネシアのバンドン出
しゅっしん

身で、ニックネームはアリ

フです。現
げんざい

在、作
さくもつがく

物学分
ぶん や

野の研
けんきゅうせい

究生です。東
とうほく

北大
だいがく

学で研
けんきゅう

究

できるこの機
き

会
かい

に、同
おな

じく海
かいがい

外から来
き

ている留
りゅうがくせい

学生と良
よ

い

関
かんけい

係を築
きず

き、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

をもっと学
まな

び、そして、農
のうぎょう

業に関
かん

する多
おお

くの知
ち

識
しき

を身
み

に付
つ

けたいと考
かんが

えています。
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塔
た

　娜
な

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 23歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.応
おうよう

用微
び

生
せいぶつがく

物学

5.食
しょくひん

品の微
び

生
せいぶつ

物について

6.内
うち

蒙
もう

古
こ

農
のうぎょう

業大
だいがく

学

7.作
さくぶん

文、映
えい

画
が

・音
おんがく

楽鑑
かん

賞
しょう

8.塔
た な

娜と申
もう

します。モンゴル民
みんぞく

族の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

です。2008年
ねん

10

月
がつ

に日
に

本
ほん

へ来
き

ました。日
に

本
ほん

に来
き

たばかりで日
に

本
ほん

語
ご

ができな

いのですが、学
がくゆう

友の皆
みな

さんの協
きょうりょく

力のおかげで楽
たの

しく生
せいかつ

活し

ています。私
わたし

は日
に

本
ほん

の先
せんしん

進の科
か

学
がく

と技
ぎ

術
じゅつ

を勉
べんきょう

強しながら日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べんきょう

強をしています。皆
みな

さんよろしくお願
ねが

いします。

V
ヴェロニカ

eronica G
ガジョ

allo L
ラルコ

arco
1.ペルー

2. 25歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がく

5.寒
かんてん

天の用
よう

途
と

開
かいたく

拓

6.サン・イグナシオ・デ・ロヨラ大
だいがく

学

7.スポーツ、茶
さ

道
どう

8.はじめまして。私
わたし

はガジョ・ヴェロニカです。ペルーから

来
き

ました。海
かいそう

藻の研
けんきゅう

究をしています。茶
さ

道
どう

とバドミントン

に興
きょう

味
み

があります。どうぞ宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

B
ボロディオス

urdeos G
グレゴール

regor C
カルペンテーロ

arpentero
1.フィリピン

2. 28歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.機
き

能
のうぶん

分子
し

解
かいせきがく

析学

5.Conjugated Fatty Acids

6.Nothern Mindanao State Institute of Science and Technology

7.料
りょう

理
り

、歌
うた

、バレーボール

8.私
わたくし

は来
らいにちまえ

日前、フィリピンで中
ちゅうがく

学の教
きょう

師
し

をしておりました。

そこで、生
せいぶつがく

物学を教
おし

え、研
けんきゅう

究をしていました。日
に

本
ほん

語
ご

は

東
とうほく

北大
だいがく

学国
こくさいこうりゅう

際交流センターで習
しゅうとく

得しました。日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

は

とても多
た

様
よう

で私
わたくし

たちのような外
がいこくじん

国人にはとても興
きょう

味
み

を抱
いだ

か

せます。現
げんざい

在、私
わたくし

は機
き

能
のうぶん

分子
し

解
かいせきがく

析学の研
けんきゅうせい

究生をしておりま

す。日
に

本
ほん

滞
たいざい

在のこの経
けいけん

験が、有
ゆうえき

益で習
しゅうとく

得すべき価
か ち

値の高
たか

い、

大
おお

きな意
い ぎ

義のあるものとなるように願
ねが

っております。

于
ゆう

　慧
ほえー

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 26歳
さい

3.大
だいがくいんけん

学院研究
きゅう

生
せい

4.水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がく

5.ステビア抽
ちゅうしゅつぶつ

出物の抗
こうさんかぶっしつ

酸化物質の解
かいめい

明

6.上
しゃん

海
はい

海
かいようだいがく

洋大学

7.旅
りょこう

行、バドミントン、料
りょう

理
り

8.私
わたし

は于
ゆう

と申
もう

します。2008年
ねん

10月
がつ

に来
らいにち

日しました。今
いま

、

研
けんきゅうせい

究生として勉
べんきょう

強しており、2009年
ねん

の 4月
がつ

から博
はく し か て い

士課程に

入
はい

る予
よ

定
てい

です。私
わたし

は 3年
ねんまえ

前に上
しゃん

海
はい

海
かいようだいがく

洋大学から特
とくべつちょうこうせい

別聴講生

として現
げんざい

在の研
けんきゅうしつ

究室に 1年
ねんかんりゅうがく

間留学しました。とても楽
たの

しかっ

たです。その後
ご

、中
ちゅうごく

国で修
しゅうしかてい

士課程を修
しゅうりょう

了し、この度
たびはくしごう

博士号

を取
しゅとく

得するために来
き

ました。日
に

本
ほん

で暮
く

らすのが大
だい

好
す

きで、

これから専
せんもんぎじゅつ

門技術と知
ち

識
しき

を学
まな

びながら日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

と生
せいかつ

活を

いろいろ体
たいけん

験したいと思
おも

っています。皆
みな

さんどうぞ宜
よろ

しく

お願
おね

いいたします。
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●イタリア・ラキュラ大
だいがくじっけん

学実験医
い

学
がく

部
ぶ

Palmerini Maria Grazia博
はく

士
し

が 2008年
ねん

9月
がつ

21日
にち

－ 12月
がつ

21日
にち

まで 3ヵ
か

月
げつかん

間、動
どうぶつ

物生
せい

殖
しょく

科
か

学
がくぶん

分野
や

に滞
たいざい

在し、卵
らん

子
し

ア

ポトーシス及
およ

び卵
らんそうけっかんけいせい

巣血管形成に関
かん

する研
けんきゅう

究を行
おこな

った。帰
き

国
こく

に際
さい

して実
じっけん

験サンプルを持
も

ち帰
かえ

り、ラキュラ大
だいがくでん

学電子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

センターで解
かいせき

析を行
おこな

っている。卵
らんぽうはついく

胞発育に関
かん

する原
げんちょろんぶん

著論文を Dr.J.Y.Jiangが第
だいいちちょしゃ

一著者となって Histol. Histopathol. 

（23:1387-1398, 2008）に共
きょう

同
どう

で発
はっ

表
ぴょう

した。また、Dr.Sandra Cecconiが第
だいいちちょしゃ

一著者となってマウス卵
らん

子
し

における Aktの発
はつげん

現

に関
かん

する論
ろんぶん

文を共
きょう

同
どう

でまとめ投
とうこう

稿した。Prof.Guido Macchiarelliが来
らいにち

日し、今
こん

後
ご

の共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

及
およ

び国
こくさいかいぼうがっかい

際解剖学会 サテライ

トシンポジウム開
かいさい

催（2010）について打
う

ち合
あ

わせを行
おこな

った。なお、交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

の延
えん

長
ちょう

が農
のうがく

学研
けん

究
きゅう

科
か

教
きょう

授
じゅ

会
かい

で承
しょう

認
にん

された。

4月
がつ

6日
にち

に発
はっせい

生したイタリア中
ちゅう

部
ぶ

大
おお

地
じ

震
しん

により大
だいがく

学の建
たてもの

物は大
おお

きな被
ひ

害
がい

を受
う

けたとの連
れんらく

絡があった。しかし、人
じんてき

的

被
ひ

害
がい

はなかったとのことでホッとしている。

動
どうぶつせい

物生殖
しょく

科
か

学
がくぶん

分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　佐
さ

　藤
とう

　英
えい

　明
めい

平
へいせい

成20年
ねん

度
ど

学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

校
こうかん

間交
こう

流
りゅう

および活
かつどう

動実
じっせき

績報
ほうこく

告

■イタリア・ラキュラ大
だいがくじっけん

学実験医
い

学
がく

部
ぶ

、スウェーデン農
のう

科
か

大
だいがくじゅう

学獣医
い

学
がく

部
ぶ

■

●スウェーデン農
のう

科
か

大
だいがくのう

学農業
ぎょう

・景
けいかんけいかく

観計画・園
えんげいがく

芸学部
ぶ

及
およ

び獣
じゅう

医
い

学
がく

部
ぶ

動
どうぶつ

物生
せい

殖
しょく

科
か

学
がくぶん

分野
や

・佐
さ

藤
とうえいめい

英明教
きょう

授
じゅ

と獣
じゅう

医
い

学
がく

部
ぶ

・Prof.Heriberto Rodriguez-Martinezは、2008年
ねん

6月
がつ

にハワイで開
かいさい

催

した 1st World Congress on Reproductive Biologyのプログラムに関
かん

し意
い

見
けんこうかん

交換した。また、Prof.Heriberto Rodriguez-

Martinezが中
ちゅう

心
しん

となって Reproduction in Domestic Animalの編
へん

集
しゅう

に関
かん

し、ウプサラ、ベルリン、ゲルフ、仙
せんだい

台を結
むす

び

Teleconferenceを開
かいさい

催し、意
い

見
けんこうかん

交換するとともに今
こん

後
ご

の共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

の打
う

ち合
あ

わせを行
おこな

った。応
おうようどうぶつ

用動物科
か

学
がくけい

系が主
しゅたい

体となっ

て Prof.Heriberto Rodriguez-Martinezを日
に

本
ほんちくさんがっかいめい

畜産学会名誉
よ

会
かいいん

員に推
すいたい

戴し、第
だい

110回
かいたいかい

大会 （日
に

本
ほん

大
だいがく

学）で正
せいしき

式に授
じゅ

与
よ

が決
けってい

定

した。

水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がくぶん

分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　佐
さ

　藤
とう

　　　實
みのる

■平
へいせい

成 20 年
ねん

度
ど

の上
しゃん

海
はい

海
かいよう

洋大
だいがく

学との交
こう

流
りゅう

実
じっせきほうこく

績報告■

平
へいせい

成 20年
ねん

度
ど

は上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学との交
こう

流
りゅう

は例
れいねん

年になく活
かっぱつ

発であった。3月
がつ

に平
へいせい

成 19年
ねん

度
ど

学
がく

部
ぶ

特
とくべつ

別聴
ちょう

講
こう

学
がくせい

生汪
おうりく

陸翔
しょう

君
くん

が

1年
ねんかん

間の滞
たいざい

在を終
お

え帰
き

国
こく

したのと交
こうたい

代に、4月
がつ

に平
へいせい

成 20年
ねん

度
ど

特
とくべつ

別聴
ちょう

講
こう

学
がくせい

生王
おう

暁
ぎょう

麗
れいくん

君が来
らいにち

日した。女
じょ

子
し

学
がくせい

生の王
おう

君
くん

は

海
かいようせいぶつ

洋生物科
か

学
がくけい

系 3年
ねんせい

生に加
くわ

わり、学
がくせい

生実
じっけん

験はじめ様
さまざま

々な講
こう

義
ぎ

を受
じゅこう

講し、熱
ねっしん

心に勉
べんがく

学に取
と

り組
く

み、多
おお

くの単
たん

位
い

を取
しゅとく

得し

た。その間
かん

、川
かわうち

内キャンパスの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

に通
かよ

い、めきめきと日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

を向
こう

上
じょう

させ、研
けん

究
きゅう

室
しつ

学
がくせい

生との日
に

本
ほん

語
ご

での会
かい
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国
こくさいかいはつがくぶんや

際開発学分野　教
きょう

授
じゅ

　米
よね

　倉
くら

　　　等
ひとし

准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

　冬
ふゆ

　木
き

　勝
かつ

　仁
ひと

助
じょ

教
きょう

　川
かわ

　島
しま

　滋
しげ

　和
かず

■ガジャマダ大
だいがく

学およびブラウィジャヤ大
だいがく

学（インドネシア）との交
こうりゅう

流■

昨
さく

年
ねん

度
ど

、農
のうがく

学部
ぶ

資
し

源
げん

環
かん

境
きょう

経
けいざいがくけい

済学系の 3年
ねんせい

生を対
たいしょう

象に

開
こうかい

講されている「社
しゃかい

会調
ちょう

査
さ

実
じっしゅう

習」をインドネシアにお

いて実
じ っ し

施した。国
こくさい

際コミュニケーション能
のうりょく

力の向
こうじょう

上や

農
のうぎょう

業・アグリビジネス分
ぶん

野
や

での国
こくさいてき

際的視
し や

野を広
ひろ

めること

が目
もくてき

的である。

2008年
ねん

11月
がつ

14日
にち

から 23日
にち

まで、インドネシアの

ジョグジャカルタ特
とくべつ

別州
しゅう

と東
ひがし

ジャワ州
しゅう

において、農
のうそん

村調
ちょう

査
さ

とアグリビジネス調
ちょう

査
さ

を行
おこな

った。農
のうそん

村調
ちょう

査
さ

では、稲
いなさく

作

地
ち

域
いき

と畑
はたさく

作地
ち

域
いき

の 2つの集
しゅうらく

落を訪
ほうもん

問し、農
のうそん

村での生
せいかつ

活に

ついて聞
き

き取
と

り調
ちょう

査
さ

を行
おこな

った。また、アグリビジネス調
ちょう

査
さ

では、茶
ちゃ

のプランテーション、タバコ工
こうじょう

場、酪
らくのう

農協
きょうどう

同

ガジャマダ大
だいがく

学（本
ほんがく

学との大
だいがくかん

学間協
きょう

定
ていこう

校）にて記
き

念
ねんさつえい

撮影

話
わ

はほとんど不
ふ じ

自由
ゆう

なく行
おこな

えるようになった。年
ねんまつ

末の日
に

本
ほん

語
ご

検
けんてい

定（2級
きゅう

）にも見
み

事
ごと

な成
せいせき

績で合
ごうかく

格した。彼
かのじょ

女のファン

は彼
かのじょ

女の帰
き

国
こく

の際
さい

に中
ちゅう

国
ごく

までついて行
い

ったほどである。

6月
がつ

には、水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がくぶん

分野
や

修
しゅう

士
し

2年
ねんせい

生の内
うち

田
だ

修
しゅう

平
へい

君
くん

が上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学に短
たん

期
き

留
りゅう

学
がく

し、「上
しゃん

海
はい

料
りょう

理
り

食
しょく

材
ざい

の機
き

能
のうせい

性情
じょう

報
ほう

の

収
しゅうしゅう

集」のテーマで研
けん

修
しゅう

を行
おこな

ってきた。東
とうほくだいがく

北大学からの同
どうだいがく

大学への学
がくせい

生留
りゅう

学
がく

は内
うち

田
だ

君
くん

が初
はじ

めてであり、心
しんぱい

配されたが、

内
うち

田
だ

君
くん

は当
とうしょ

初の研
けん

修
しゅう

活
かつどう

動や研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

発
はっ

表
ぴょう

など学
がく

術
じゅつ

的
てき

な取
と

り組
く

みをしっかりこなすとともに、上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学の学
がくせい

生と交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め、人
にん

気
き

者
もの

になったようである。

9月
がつ

になると、上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学大
だいがくいんせい

学院生于
ゆう

慧
ほえー

君
くん

が「中
ちゅう

国
ごく

留
りゅう

学
がくせい

生 5000名
めい

奨
しょう

学
がくせい

生制
せい

度
ど

」に採
さいたく

択され来
らいにち

日した。彼
かのじょ

女は平
へいせい

成

17年
ねん

度
ど

に特
とくべつ

別聴
ちょう

講
こう

学
がくせい

生として 1年
ねん

間
かん

東
とうほく

北大
だいがく

学農
のうがく

学部
ぶ

に在
ざいせき

籍しており、2度
ど め

目の来
らいにち

日で、外
がいこくじん

国人留
りゅう

学
がくせい

生特
とくべつ

別選
せんばつ

抜試
し

験
けん

に

合
ごうかく

格し、平
へいせい

成 21年
ねん

4月
がつ

より大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

課
か

程
ていこう

後期
き

3年
ねん

の課
か

程
てい

に進
しんがく

学することが決
けってい

定している。

平
へいせい

成 21年
ねん

3月
がつ

には、農
のうがく

学研
けん

究
きゅう

科
か

国
こくさいこうりゅう

際交流委
い

員
いん

長
ちょう

の南
みなみ

卓
たか

志
し

教
きょう

授
じゅ

を団
だん

長
ちょう

として、遠
えんどうよしなり

藤宜成教
きょう

授
じゅ

、私
わたくし

佐
さ

藤
とう

實
みのる

の 3名
めい

が上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学を訪
おとず

れ、「地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

保
ほ ご

護における海
かいよう

洋環
かん

境
きょう

の重
じゅう

要
ようせい

性」のテーマで国
こくさい

際シンポジウムを両
りょう

大
だいがく

学で開
かいさい

催した。

上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学からは程
ていゆうとう

裕東副
ふくがくちょう

学長はじめ、王
おうしゃくしょう

錫昌食
しょく

品
ひん

学
がくいんちょう

院長、奚
けいいんじ

印慈副
ふく

教
きょう

授
じゅ

（平
へいせい

成 9年
ねん

3月
がつ

東
とうほく

北大
だいがく

学農
のうがく

学研
けん

究
きゅう

科
か

博
はく

士
し

課
か

程
てい

修
しゅうりょう

了）など教
きょう

員
いん

、大
だいがくいんせい

学院生が多
た

数
すうさん

参加
か

した。シンポジウムは上
しゃん

海
はい

中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

の旧
きゅう

キャンパスから昨
さくねん

年 9月
がつ

に移
うつ

った

上
しゃんはい

海浦
ぷ

東
どん

空
くうこう

港に近
ちか

い新
しん

キャンパスで開
ひら

かれた。市
し

中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

から離
はな

れた立
りっ

地
ち

環
かん

境
きょう

であるが、旧
きゅう

キャンパスの 10倍
ばい

はあろ

うかと思
おも

われ、移
い

動
どう

に車
くるま

や自
じ

転
てんしゃ

車が必
ひつよう

要なほどの広
こうだい

大な新
しん

キャンパスは、各
かくがくいん

学院（学
がく

部
ぶ

・研
けん

究
きゅう

科
か

）の建
たてもの

物、講
こう

義
ぎ

棟
とう

、

学
がくせい

生実
じっけん

験棟
とう

、図
と

書
しょ

館
かん

、体
たいいくかん

育館、学
がくせい

生寮
りょう

、管
かん

理
り

棟
とう

、ゲストハウスなどが統
とういつ

一されたデザインで整
せい

備
び

されていた。平
へいせい

成 19

年
ねん

11月
がつ

に大
だいがくいん

学院での講
こう

義
ぎ

で訪
おとず

れた時
とき

は、管
かん

理
り

棟
とう

と図
と

書
しょ

館
かん

が建
けんせつちゅう

設中だけであったことを考
かんが

えると、その後
ご

の整
せい

備
び

の早
はや

さに驚
おどろ

いた。

シンポジウムは大
だいせいこう

成功であった。東
とうほく

北大
だいがく

学の 3名
めい

の先
せんせいがた

生方の発
はっぴょう

表は特
とく

に関
かんしん

心が持
も

たれ、多
おお

くの質
しつもん

問が出
だ

され、時
じ

間
かん

の関
かんけい

係で打
う

ち切
き

る程
ほど

であった。普
ふ

段
だん

の講
こう

義
ぎ

でもこのような活
かっ

気
き

があれば良
よ

いのだがとの感
かんそう

想を述
の

べられた先
せんせい

生も居
お

ら

れた。

私
わたくし

事
ごと

で恐
きょうしゅく

縮であるが、この国
こくさい

際シンポジウムに先
さき

だち、両
りょうだいがく

大学の学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

に貢
こうけん

献したとのことで、上
しゃん

海
はいかいようだいがく

海洋大学よ

り感
かんしゃ

謝状
じょう

を頂
ちょう

戴
だい

した。これも研
けん

究
きゅう

室
しつ

で学
まな

んだ奚
けいいんじ

印慈氏
し

が両
りょうだいがく

大学の間
あいだ

を取
と

り持
も

ち、交
こう

流
りゅう

のきっかけを作
つく

ってくれたお陰
かげ

であり、感
かんしゃ

謝している。これを機
き

会
かい

に、両
りょうだいがく

大学の教
きょうしょく

職員
いん

、学
がくせい

生の交
こう

流
りゅう

が益
ますますさか

々盛んになることを期
き

待
たい

している。
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組
くみあい

合、製
せいとうこうじょう

糖工場等
など

を見
けんがく

学した。実
じっ

施
し

にあたっては、本
ほんがく

学との大
だいがくかん

学間協
きょう

定
ていこう

校であるガジャマダ大
だいがく

学農
のうがく

学部
ぶ

社
しゃかい

会経
けいざいがく

済学

科
か

の Jamhari准
じゅん

教
きょうじゅ

授、ブラウィジャヤ大
だいがく

学開
かいはつ

発支
し

援
えん

システム研
けん

究
きゅう

機
き

構
こう

長
ちょう

Maryunani教
きょうじゅ

授、パギララン農
のうえん

園の Hartono

前
ぜんだいひょう

代表（ガジャマダ大
だいがく

学准
じゅん

教
きょうじゅ

授）に格
かくだん

段の便
べん

宜
ぎ

を図
はか

っていただいた。また、両
りょう

大
だいがく

学の学
がくせい

生には、通
つうやく

訳として社
しゃかい

会調
ちょう

査
さ

実
じっしゅう

習に同
どうこう

行していただくとともに、学
がくせい

生達
たち

の良
よ

き話
はな

し相
あい

手
て

にもなっていただいた。ここに深
ふか

く感
かんしゃ

謝の意
い

を表
ひょう

したい。

海
かいがい

外での社
しゃかい

会調
ちょう

査
さ

実
じっしゅう

習という初
はつ

の試
こころ

みであったが、学
がくせい

生達
たち

からの評
ひょうばん

判も良
よ

く、2010年
ねん

度
ど

からは正
せいしき

式にカリキュラム

に取
と

り入
い

れられることになった。こうした取
と

り組
く

みを通
つう

じて、少
すこ

しでも多
おお

くの学
がくせい

生がインドネシアをはじめとするア

ジア諸
しょこく

国に興
きょう

味
み

を持
も

ち、今
こん

後
ご

の国
こくさい

際交
こうりゅう

流の礎
いしずえ

となることを期
き

待
たい

したい。

複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いく

研
けんきゅう

究センター　生
せいぶつ

物共
きょう

生
せい

科
か

学
がく

分
ぶん

野
や

　准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

　陶
す

　山
やま

　佳
よし

　久
ひさ

■ウプサラ大
だいがく

学（スウェーデン）との交
こう

流
りゅう

■

2002年
ねん

に始
はじ

まったウプサラ大
だいがく

学の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

との交
こうりゅう

流は、本
ほんねん

年度
ど

もますます充
じゅうじつ

実したものとして進
しんてん

展した。まず 4月
がつ

初
しょじゅん

旬には 2週
しゅう

間
かん

ほど私
わたくし

が当
とう

地
ち

を訪
ほうもん

問し、交
こうりゅう

流研
けん

究
きゅう

者
しゃ

らとともにスウェーデン中
ちゅう

部
ぶ

の山
さん

中
ちゅう

に出
で

かけた。氷
ひょうけつ

結した湖
みずうみ

に穴
あな

を開
あ

けてボーリングを行
おこな

い、湖
こ

底
ていでい

泥に含
ふく

まれる花
か

粉
ふん

化
か

石
せき

を採
さいしゅ

取するためである。雪
ゆき

に覆
おお

われた針
しんようじゅりん

葉樹林の中
なか

を、ト

ナカイの群
む

れを横
よこ

目
め

に見
み

ながらソリをひいて移
い

動
どう

する行
こうてい

程は、ちょっとした探
たんけん

検のようでもあり、私
わたくし

にとって貴
き

重
ちょう

な体
たいけん

験となった。その後
ご

、10月
がつ

にはあらためて 3週
しゅうかん

間ほどウプサラ大
だいがく

学を訪
ほうもん

問し、採
さいしゅ

取した試
し

料
りょう

の DNA分
ぶんせき

析を行
おこな

っ

来
らいにちちゅう

日中のParducci 博
はく

士
し

と娘
むすめ

のGreta
を初
はつ

詣
もうで

に案
あんない

内した
氷
ひょう

結
けつ

した湖
みずうみ

で湖
こ

底
ていでい

泥の採
さいしゅ

取を行
おこな

う
Keith 教

きょうじゅ

授とParducci 博
はく

士
し

農
のうそんちょう

村調査
さ

の様
よう

子
す

パギララン農
のうえん

園にて記
き

念
ねん

撮
さつえい

影
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3月
がつ

1
じゅうよっか

4日、15日
にち

に農
のうがく

学部
ぶ

・農
のうがく

学研
けん

究
きゅう

科
か

に在
ざいせき

籍する留
りゅう

学
がくせい

生を対
たい

象
しょう

として、女
おながわ

川にある複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いくけん

研

究
きゅう

センターおよび松
まつしますいぞくかん

島水族館への旅
りょこう

行が実
じっ

施
し

されました。

以
い か

下は参
さん

加
か

者
しゃ

の感
かんそう

想です。

附
ふ

属
ぞく

施
し

設
せつ

見
けんがく

学の実
じっ

施
し

沿
えんがんせいぶつせいさん

岸生物生産システム学
がく

南
ナム

　阮
ウォン

　植
シク

女
おながわ

川は海
うみ

に恵
めぐ

まれ、日
に

本
ほん

の水
すいさんぎょう

産業に最
もっと

も大
おお

きい影
えいきょう

響を

与
あた

える重
じゅうよう

要な港
みなと

町
まち

の一
ひと

つです。主
おも

に行
おこな

われている漁
ぎょぎょう

業の

生
せいぶつしゅ

物種はサンマ、カキ、カツオなどがあります。駅
えき

から

東
とうほく

北大
だいがく

学フィルドサイエンスセンターまで来
く

る間
あいだ

に、マ

リンパルという魚
うおいち

市場
ば

があります。ここでは女
おながわ

川湾
わん

と

近
きんりんかいいき

隣海域からとった魚
さかな

や貝
かいるい

類が広
ひろ

く出
だ

されていて見
けんぶつ

物も

買
か

いものもできます。本
ほんとう

当に新
しんせん

鮮な魚
さかな

が多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

出
だ

され

ており、あれもこれも全
ぜん

部
ぶ

刺
さし

身
み

にしてその場
ば

で食
た

べたく

なるくらいでした。マリンパルの見
けんがく

学が終
お

わって海
うみ

の景
け

色
しき

を見
み

つめながらセンターまで来
き

ました。センターでは

それほどまでに食
た

べたかった新
しんせん

鮮な魚
さかな

の料
りょう

理
り

がいっぱい

あり、留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんと一
いっしょ

緒に食
た

べました。特
とく

にカキ鍋
なべ

とナマコの刺
さし

身
み

は新
しんせん

鮮でとても美
お い

味しかったです。

た。短
みじか

い期
き

間
かん

ではあったが、相
あい

変
か

わらずの快
かいてき

適な研
けん

究
きゅう

環
かん

境
きょう

を存
ぞんぶん

分に生
い

かし、多
おお

くの研
けん

究
きゅう

者
しゃ

と交
こうりゅう

流しながら充
じゅうじつ

実し

た時
じ

間
かん

を過
す

ごすことができた。さらに 12月
がつ

には、今
こん

度
ど

はウプサラ大
だい

のMartin Lascoux教
きょうじゅ

授を日
に

本
ほん

に招
まね

いたほか、

12月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

から翌
よくねん

年１月
がつ

初
しょじゅん

旬にかけては、同
どう

大
だい

の Laura 

Parducci助
じょきょう

教が 3週
しゅう

間
かん

ほど鳴
なる

子
こ

のフィールドセンターに

滞
たいざい

在して共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

を進
すす

めた。これらの招
しょう

聘
へい

は、お互
たが

いの

人
にんげん

間関
かんけい

係を深
ふか

いものにする機
き

会
かい

となり、今
こん

後
ご

の共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

体
たいせい

制をより確
かっ

固
こ

たるものにする強
きょう

力
りょく

な後
あと

押
お

しとなった。

お互
たが

いにいつでも好
す

きなときに訪
ほうもん

問できるという信
しんらい

頼

関
かんけい

係をこれからも大
たいせつ

切にして、今
こん

後
ご

も充
じゅうじつ

実した交
こう

流
りゅう

を続
つづ

けていきたいと考
かんが

えている。

滞
たいざい

在した進
しん

化
か

生
せいぶつがく

物学研
けん

究
きゅう

センター入
い

り口
ぐち

に立
た

つ著
ちょ

者
しゃ
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イクスカージョンは留
りゅうがくせい

学生たちが自
し

然
ぜん

の美
び

観
かん

を体
たいけん

験す

るのに役
やく

に立
た

つと思
おも

います。海
かいよう

洋に生
せいぞん

存している生
せいぶつ

物

と環
かん

境
きょう

の相
そう

互
ご

関
かんけい

係を見
み

ることができました。その他
ほか

、

東
とうほくだいがく

北大学の先
せんせいがた

生方や研
けんきゅうしゃ

究者の方
かたがた

々と話
はな

す機
き

会
かい

がありさま

ざまなことを習
なら

いました。また、留
りゅうがくせい

学生たちはお互
たが

いに

異
い

文
ぶん

化
か

間
かん

の交
こうりゅう

流をし、日
に

本
ほん

人
じん

の学
がくせい

生たちとの話
はな

すことで

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びました。全
ぜんたいてき

体的に、このプログラムは素
す ば

晴

らしいと思
おも

います。来
らいねん

年ももっと楽
たの

しい経
けいけん

験ができるこ

とを期
き

待
たい

しています。

機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせきがく

析学分
ぶん

野
や

B
ボロディオス

urdeos G
グレゴール

regor C
カルペンテーロ

arpentero

作
さくもつがく

物学分
ぶん

野
や

　　燕
えん

2009年
ねん

3月
がつ

14・15日
にち

に女
おながわ

川の複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょういくけんきゅう

育研究センターの見
けんがく

学に行
い

きました。とても楽
たの

しかったです。

翌
よくじつ

日には松
まつしますいぞくかん

島水族館にも行
い

きました。中
ちゅう

国
ごく

では見
み

たことのないいろいろな魚
さかな

を見
み

て、魚
さかな

にはこんなに多
おお

くの種
しゅるい

類が

あることを初
はじ

めて知
し

りました。

一
いっしょ

緒に参
さん

加
か

した韓
かんこく

国とフィリピンからの留
りゅうがくせい

学生と知
し

り合
あ

い、会
かい

話
わ

をして、それぞれの国
くに

の面
おもしろ

白い話
はなし

を聞
き

くことがで

きました。以
い

前
ぜん

はお刺
さし

身
み

が苦
にが

手
て

でしたが、女
おながわ

川の交
こうりゅうかい

流会でご馳
ち

走
そう

になったお刺
さし

身
み

はおいしく食
た

べることができました。

日
に

本
ほん

の社
しゃかい

会や文
ぶん

化
か

について知
ち

識
しき

を広
ひろ

めるためにも、そして、留
りゅうがくせい

学生との交
こうりゅう

流を深
ふか

めるためにもまた参
さん

加
か

したいと思
おも

います。

機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせきがく

析学分
ぶん

野
や

呼
フ

格
ゲ

吉
ジ

楽
レ

図
ト

生
せいぶつ

物産
さんぎょう

業創
そうせい

生専
せんこう

攻機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせきがく

析学の呼
フ

格
ゲ

吉
ジ

楽
レ

図
ト

と申
もう

し

ます。今
こんかい

回の見
けんがくりょこう

学旅行に参
さん

加
か

し、留
りゅうがくせい

学生のみなさんと

交
こうりゅう

流がもて、充
じゅうじつ

実したひとときでした。女
おながわ

川の周
しゅう

囲
い

の景
け

色
しき

が美
うつく

しく、癒
いや

されました。見
けんがく

学だけでなく、こうした

交
こうりゅう

流の場
ば

を設
もう

けていただき、国
こくさい

際交
こうりゅう

流委
い

員
いんかい

会の先
せんせいがた

生方に

は本
ほんとう

当に感
かんしゃ

謝しています。公
こうかい

開セミナーに参
さん

加
か

させたい

ただいたこともいろいろ勉
べんきょう

強になりました。そして松
まつしま

島

の水
ずいぞくかん

族館を見
けんがく

学するのは初
はじ

めてでした。故
こ

郷
きょう

の内
うち

モンゴ

ルには水
ずいぞくかん

族館がないので、とても貴
き

重
ちょう

な体
たいけん

験ができまし

た。ご支
し

援
えん

に報
むく

いることができるよう、専
せんもん

門の機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせきがく

析学の勉
べんきょう

強を一
いっしょうけんめい

生懸命頑
がん

張
ば

りたいと思
おも

います。
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3月
がつ

14・15日
にち

、女
おながわ

川にあるフィールドセンター見
けんがく

学旅
りょこう

行に今
こ

年
とし

も同
どうこう

行させていただきました。

1
じゅうよっか

4日、雨
あまみや

宮キャンパスをバスで出
しゅっぱつ

発し、昼
ひるちか

近くに女
おながわ

川へ到
とうちゃく

着。まずはマリンパル女
おながわ

川を見
けんがく

学した後
あと

フィールドセン

ターへ入
はい

り、当
とうじつかいさい

日開催されていた公
こうかい

開セミナー「遺
い

伝
でん

資
し

源
げん

としての水
すいさんせいぶつ

産生物－生
せいさん

産と保
ほ

全
ぜん

の両
りょうりつ

立をめざして－」に参
さん

加
か

させていただきました。私
わたくし

自
じ

身
しん

このようなセミナーに出
しゅっせき

席する機
き

会
かい

がなかったため、エゾアワビやアゴハゼといっ

た海
うみ

の生
せいぶつ

物についてのお話
はなし

を興
きょう

味
み

深
ぶか

く聴
き

かせていただきました。

セミナー後
ご

の懇
こんしんかい

親会に引
ひ

き続
つづ

き、木
き

島
じま

先
せんせい

生はじめセンターの皆
みな

さんのご厚
こう

意
い

により 2次
じ

会
かい

を設
もう

けていただき、口
こうふく

福

は幸
こうふく

福、新
しんせん

鮮な魚
ぎょかいるい

介類をふんだんに使
つか

った海
かいせん

鮮なべやナマコ・ホタテ貝
がい

のお刺
さし

身
み

といった海
うみ

の幸
さち

に舌
した

鼓
つづみ

を打
う

ちながら

話
はなし

も弾
はず

みました。

2
ふ つ か め

日目はセンター内
ない

を巡
めぐ

りながら、センターで行
おこ

なわれている研
けんきゅう

究について木
き

島
じま

先
せんせい

生から詳
くわ

しくご説
せつめい

明をいただい

た後
あと

、松
まつしますいぞくかん

島水族館へと向
む

かいました。昨
さくねん

年お世
せ わ

話になった水
すいぞくかん

族館職
しょくいん

員の神
じんぐう

宮さんに今
こんかい

回も水
すいぞくかん

族館内
ない

を隈
くま

なく見
み

せてい

ただき、実
じっさい

際に海
うみ

の生
い

き物
もの

に触
ふ

れることもできました。

今
こんかい

回参
さん

加
か

した留
りゅうがくせい

学生の中
なか

には海
うみ

から遠
とお

く離
はな

れた土
と ち

地の

出
しゅっしんしゃ

身者もあり、初
はじ

めて直
じか

に見
み

る海
うみ

や海
うみ

の生
せいぶつ

物に興
きょう

味
み

津
しんしん

々

の様
よう

子
す

でした。出
しゅっぱつ

発時
じ

はあいにくの雨
あまぞら

空でしたが、女
おながわ

川

へ到
とうちゃく

着してまもなく晴
は

れ上
あ

がり、2
ふ つ か め

日目は朝
あさ

から快
かいせい

晴に

恵
めぐ

まれて楽
たの

しい 2
ふつかかん

日間を過
す

ごすことができました。同
おな

じ

キャンパス内
ない

に居
い

ても、参
さんかしゃ

加者は当
とうじつ

日初
はじ

めて顔
かお

を合
あ

わせ

る者
もの

がほとんどでしたが 2
ふつかかん

日間は打
う

ち解
と

けて帰
かえ

りのバス

の中
なか

での会
かい

話
わ

も弾
はず

んでいたように見
み う

受けられ、この旅
りょこう

行

をきっかけに長
なが

く交
こうりゅう

流が続
つづ

くことを願
ねが

っております。

フィールドセンターの先
せんせいがた

生方、職
しょくいん

員および学
がくせい

生の皆
みなさま

様

が温
あたた

かく迎
むか

えて下
くだ

さったことに心
こころ

より感
かんしゃ

謝しておりま

す。ありがとうございました。

国
こくさいこう

際交流
りゅう

支
し

援
えんしつ

室

安
あ

　倍
べ

　愛
あい

　子
こ

昨
さくねん

年度
ど

に引
ひ

き続
つづ

き今
こんねん

年度
ど

も女
おながわ

川フィールドセンターの施
し

設
せつ

見
けんがく

学を国
こくさい

際交
こうりゅう

流委
い

員
いんかい

会で企
き

画
かく

しました。

一
いち

日
にち

目
め

は、まずマリンパル女
おながわ

川を見
けんがく

学。海
うみ

を初
はじ

めて見
み

る学
がくせい

生さんもいたようで、道
どう

中
ちゅう

、海
うみ

が現
あらわ

れた時
とき

の皆
みな

さんの

感
かんどう

動ぶりにはビックリしました。その後
ご

、女
おながわ

川フィールドセンターで、研
けんしゅうかい

修会・懇
こんしんかい

親会に参
さん

加
か

。懇
こんしんかい

親会では、新
しんせん

鮮な

魚
ぎょかいるい

介類をふんだんに使
つか

ったフィールドセンター名
めいぶつ

物の鍋
なべ

を振
ふ

る舞
ま

っていただき、南
みなみ

先
せんせい

生に持
も

って来
き

て頂
いただ

いた中
ちゅう

国
ごく

のお

酒
さけ

とともに大
たいへん

変おいしく頂
いただ

きました。

二
ふつ

日
か

目
め

は、松
まつしますいぞくかん

島水族館を見
けんがく

学。今
こんねん

年度
ど

も職
しょくいん

員の方
かた

に案
あんない

内していただき、普
ふ

段
だん

なかなか見
み

れない水
ずいぞくかん

族館の裏
うらがわ

側を見
けんがく

学

させていただきました。アシカのショーに大
だいこうふん

興奮の留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さん表
ひょうじょう

情は、いまだに忘
わす

れられません。

最
さい

後
ご

になりましたが、お世
せ わ

話をして頂
いただ

いた先
せんせいがた

生方、フィールドセンターの職
しょくいん

員および学
がくせい

生に皆
みな

さんに心
こころ

より感
かんしゃ

謝し

ております。

教
きょう

務
む

係
がかり

小
お

　野
の

　一
かず

　俊
とし


